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１． 県管理漁港の概要 

秋田県の県管理漁港は、1 種２港、２種６港、３種１港、４種１港の計１０港である。 
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２． 長寿命化計画の策定方針 

２．１ 基本的な考え方 

漁港施設の機能を効果的かつ効率的に保全していくため、点検や維持管理・更新等の機能保全

対策を計画的に実施していくことを基本としています。そのために、これまでの「事後保全」中心の維

持管理から「予防保全」を積極的に取り入れた戦略的な維持管理へ転換し、所要の性能を維持しな

がら、施設の有効活用や長寿命化を図り、ライフサイクルコストの縮減を目指す。 

 

表１ 管理手法 

管理手法 内容 

事後保全 施設の老朽化が進行し施設の有する性能が要求性能を下回る（または下回っ

た）可能性がある段階で対策を講じること。 

予防保全 施設の老朽化が進行し施設の有する性能が要求性能を下回ることがない早

期の段階で予防的な対策を講じること。 

 

図１ ライフサイクルコスト縮減のイメージ 
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２．２ 対象施設 

本計画の対象施設は表２に示す施設である。 

 

表２ 対象施設 

分野 対象施設 対象範囲 

漁港施設 外郭施設 防波堤、突堤、護岸 

係留施設 岸壁、物揚場、船揚場 

水域施設 航路、泊地 

輸送施設 臨港道路 

 

２．３ 対象施設の写真と役割 
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３． 対策方針 

３．１ 機能保全レベルの設定 

機能保全レベルとは、漁港施設の管理水準を示すものであり、対象とする漁港の役割、施設

の重要度や施設が老朽化した場合の漁業活動への支障等を勘案し、管理者等が施設毎に設定す

ることを基本とする。 

 

表３ 機能保全レベルの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 機能保全レベルと性能低下の程度のイメージ 
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３．２ 健全度の評価 

３．２．１ 健全度 

健全度は、施設の安全性に及ぼす影響度を踏まえ、施設の総体的な老朽化状態（施設の性

能低下の程度）を評価するもので、A，B，C及びDの4段階で評価することを基本とする。 

ただし、水域施設の場合、施設の安全性に及ぼす影響度に代わり、周辺の漂砂動向等から推

察される将来の性能低下の可能性の観点も含めて評価する。 

 

表４ 健全度における施設の状態 

       【外郭・係留･輸送施設】 
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３．２．２ 施設の安全性に及ぼす影響度 

施設の安全性に及ぼす影響度は、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの3つの区分を基本とする。 部材によっては、老

朽化が進んだ状態（a又はb）であっても即座に施設そのものの性能低下に直結しない部材もある。

Ⅰ、Ⅱ及びⅢの区分は、部材の老朽化が施設の安全性能に関する影響の大きさを考慮し設定し

たものである。主要施設の設定を表５に示す。 

 

表５ 施設の安全性に及ぼす影響度 
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３．２．３ 施設の老朽化状況 
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３．３ 対策の実施 

健全度A評価の施設から優先的に対策を実施することを基本とする。 

 

３．４ 対策費用 

計画期間５０年間で長寿命化計画に基づく対策を実施した場合の費用は約５３億円となる。各漁港

における年度毎の費用は図３に示す。 

 

図３ 修繕費用 

 

 ３．５ コスト縮減効果 

計画期間５０年間で長寿命化計画に基づく対策を実施した場合の費用は約５３億円となり、従来の事

後保全による対策をした場合の費用を比較した結果、長寿命化計画の効果として、５０年間で８億円のコ

スト縮減が見込まれる。 


